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各種建築物の エ ネル ギー
設備の 現状 ・ニ

ー ズ に 関する調査 に基づ く分析

供給信頼性 を考慮 した地域エ ネ ル ギーシス テ ムの 構築に 関する基礎的研究
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　When 　natural 　disaste【s 　（ear 血quakes，　typhoons ）　strike　urban 　areas，　disrupted　electr｛city　supPlies 　ca 皿 　cause

significant 　damage　tD　econolnic 　and 　social　activiり厂．　Clarifying　the　reliabiliり・（quality　and 　amount ）of 　electricity

s 皿pplies　required 　by　urban 　 systems 　under 　beth　emergency 　and 　normal 　conditions 　cttn　help　facilitate　 smarter 　urban

designs．　This　paper　analy 翆
s　the　resu 】t　of 　a　questio皿 ahe 　and 　shows 血e　maintenarlce 　ptesent　cond 亜 on 　of 　energy

equipment 　ofapublic 　ofHce ，　a　hospita1，　a　school ，　a　company ，　etc．，　the　needs 　of 　energy 　supply 　in　an 　emergenCy 　in　a
bu丑ding』and 　clarifシing　the　problem 　and 　subject 　as　a　s励 le　energy 　supply （such 　as　cogeneration ）in　an　area 　fbr　local

power　S叩 Plies．
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1 ．は じめ に

　 エ ネル ギ
ー

消 費量 の 増 大 と共 に電 力 は ライ フ ライ ン と

し て 必 要 不 可 次 な もの と な っ て お り，地 震 や 台風 等 の 大

災害で 電 力 の 供給 に支障 が 生 じた 場 合，社 会経 済 活 動 に

及 ぼす 影 響 は 図 り知 れ な い もの で あ る．ま た ，都市機 能

の 多様化 ・高度化 に よ り，非常時 にお け る都 市基 盤 シ ス

テ ム の 破 壊 に 限 らず 平 常 時 も エ ネ ル ギー
供給の 信頼度が

求 め られ て い る ．例 えば，非常時 ・平常時にお け る医療

機 器，コ ン ピ ュ
ー

タ
ー

サ
ーバ ー等 の 瞬 間停 電 は 多 くの

人 々 の 活 動 と社 会 ・経 済 シ ス テ ム に 不 便 や 被害 を 及 ぼす ．
　従 っ て ，非常時 ・平 常時に お け る業務継 続 の た め に求

め られ る 電力 品 質別 の 要 求 量 お よ びそ の 使 用 用途 を明 ら

か に し，分散 電源 な ど を活 用 し た よ り安定的な電 力 供 給

を 目指す必 要 が ある．

　 また，都 市 に お け る エ ネ ル ギー
供給信頼度評価 は．需

要 家の エ ネル ギ
ー

供 給 へ の ニ
ー

ズ （質 や 量 ）に対 して エ ネ

ル ギー
供給施設 が 十 分 な措置 が取 られ て い るか に よ っ て

評 価 す る とい う考 え方 で あ り，本 研 究で は 電力 の 品質 に

関す る 需要家 の ニ
ーズ を 中心 と し た ア ン ケ

ー
トを行い ，

要 求 さ れ るエ ネ ル ギ ー供給 の 信 頼度 を明 らか に す る こ と

を 目的 とす る．また，以 下 の よ うに用語 を定義する．
【用語 定 義 】
・「非 常 時 」 ： 大 災 害 な ど で 都 市 基 盤 シ ス テ ム が 停止

あ る い は 機能 低下 し，都市活 動 が 著 し く低 下 し た 状 態

を指す ．
・「都市 基盤 シ ス テ ム 亅 ： 都市の 生活，生 産活 動 を支え

る 水，エ ネル ギ
ー，ご み，情 報 な ど の 供 給 処理 サービ ス

を 行 う施設 を指 す．都 市イ ン フ ラ ，都市 ラ イ フ ラ イ ン と

もい う．
・「エ ネル ギー

ニ
ー

ズ 」 ：
一

般 的 に は 平 常 時 の エ ネル

ギ
ー

需 要 量 を指 す が，非 常 時 の 必 要 最低 限 の 業 務継 続

お よ び 避 難 ・消火活 動の た め の エ ネ ル ギー需 要 量 と質
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を さす．
・「エ ネ ル ギー供 給 自立性 亅 ：平常時 ・

非常時を通 して あ

る 地域内で 要 求され るエ ネル ギ
ー

需 要 量 を地域 内で の エ

ネル ギー生 産量 で 賄 える 程 度 を示 す．
・「地 域の 自立 性 」 ： 災害時 に電 力，ガ ス な どの 広 域 の エ

ネル ギー
供給が 途絶 えた場合で も，自家発電設 備 に よ る

電力供給 な ど に よ っ て ，災害時に 行われ るべ き地 域 の 最

低 限 の 活動 が 可 能 で ある 程度 を示 す．

2． 調査対象 および調査内容

て も記 入 を依頼 した．
　電 力 供給 品 質 に 関 し て は 自家発 電 設備 な ど に よ る保 安

電 力 を除き，非常時 も 含 め た エ ネル ギー
供給の 信頼度に

関 す るニ
ー

ズ 補注 〔1）を表 21）の よ うに高 品質 A ，B ，　 C 及 び

標準品質 に 分け，要 求 割合で 求 め る．
　電 力 供給 品 質 は 瞬停 補償，停 電 補償の 有無，バ ッ クア

ッ プ 時 間 な ど か ら 分類 し た も の で，現 状 の 電 力 系 統 を 標

準 品 質 とす る．品質 の 特徴 をみ る と，無瞬断 電 力 波形 レ

ベ ル で の 保障 がで き る の は 高 品 質 A，瞬 断 時間 が 15msec

以 下 の も の は 高品 質 B，停電時間が 1 分 程度の もの は 高

品質 C と して い る．

　表 1 の よ うに ，災害 時 に 対 策 本 部 と して 役割 を 担 う区

役所，けが 人 の 医療 を担 う病院，避 難 所 と して災 害 者 の

生 活 の 場 とな る公 民館，小 ・中学 校，大 学，目本 の 経済

を 支え る 企業の 本社 （自社．テ ナ ン ト）ビル や テ ナ ン トと

し て 入 居 して い るテナ ン トビ ル を 対象 と し，電話 に よ る

依頼後，ア ン ケート調査 を行 っ た．ア ン ケ
ー

ト調 査 は東

京都 内の 任 意 の 建物 を対象 に ，
2004 年 1 月 か ら 2 月 に 行

い ，書面 ア ン ケ
ー

ト用 紙 の 配 布 と 回 収 は 原 則 と し て 郵 送

に よ っ た．配布 した約 303 件の 中 ll7 件 の 回答 が あ り，

回 収率 は 38．6％で あ る．表 1に 配 布 と回 収 状況 を示 す ．
　公 民館やテ ナ ン トビ ル は 有効 回答 数 5，6 例 で あ り統 計

解 析 上 サ ン プル 数 が 少 ない と考 え られ る が，貴重 な調 査

結果で あ る た め 参 考値 と し て 示 す もの とす る．本報 は，
回 収 データ を有 効 サ ン プ ル の み 単 純 に統 計 処 理，考察 し

た もの で あ る．

表 2　電力 供給 品 質分 類

表 1　ア ン ケート調査 対 象

噌

鵬　

　　靉慝隔鷲
役所 （区役 所庁舎） 23191473 ．7

病院 （東京都災 害拠 点病院） 55411536 ．6
小 中学校 （避難場所 ） 22663350 ．0本社

機能
　　　　 大学 （広域避難場所）
ビル

lD10770 ．0
公 民館，福祉施設等 15ll654 ．5
企 業 （自社 ビル ） 461532 ．6

テ ナ ン ト企業 （賃貸 ビル ）
330852225

．9
テ ナ ン トビル 725520 ．0

合 計 4623D311738 ．6
　 （電話 依頼数 に つ い て 1．小 中学校は各 区教育委員会で の 依頼数
を 示す．各区 教育委員会か らラ ン ダム で 三 つ の 学校 を 選 び，ア

ン ケ
ー

ト調 査 表 を配 布 した．2．テ ナ ン トビル は 売 り主 の 不動 産

会社で の 依頼 数を 示 す．
　 ま た．回 答 者 は ビル の 設備 課の 職 員お よび ビ ル 管理 の 責任 を

持つ 者で ある．）

　調 査 項 目は，  建物 概 要 （竣 工 年 ，建 築面 積，総延 床 面

積，建物 構 造 な ど），  受電設備，自家発 電設 備 に っ い て

（受電方式，年間受 電 電力 量，自家発 電機 の 機 種及 び 容 量，
用途 ， 燃料 種類 ， 年間 発 電量 な ど）で ある ．ま た，非常時

に 関 し て は，  備 蓄燃 料 に 関 し て （備 蓄燃 料種，備 蓄 燃 料

量 と維 持 可 能 時 間 な ど），  建 物 設備等に っ い て （都市ガ

ス 受 け 入 れ 圧 力 ，受 水 槽 ，高置水 槽 ，蓄 熱槽 等 の 有 無 及

び 耐 震化 の 状 況 な ど），  建物 にお け る非常時危機管理 体

制 ．  非 常 時 も 含 め た エ ネル ギ
ー

供給 の 信頼 度 に 関す る

ニ
ーズ 等で あ る．

　 なお，テ ナ ン トと し て 建 物 を使 用 して い る場 合，  テ

ナ ン ト入 居 の 理 由，  企 業 と して の 危機管理 意識 に っ い

高 品 質A 高品質 B
高品質 c 標準品質

BI　 B2　 B3

品質特徴

無 瞬断で あ り，
電 力波形 レベ 1レ

　 で の 保 障

瞬断 時間が

15msec 　 以 下

停電時 間が

1分 程度

現状の 電

力 系統

瞬停捕償 ○ 00 ○ × ×

停電補 償 ○ 0 △ × △ ×

バ ッ ク ア

ッ プ 時 間

安全に シ ャ ッ ト

ダ ウン で きる時

　 　間以 上

200msec

　以上

停 電 時 間 1

分程度 に制

　 　限

×

（O ：補償 を行 う　△ ：制 限付 きの 補償 を行 う　 × ：補 償 の 対象 と

は しな い ）
「平常 時 の 建物 全 体の 電 力 需要 を 100 と した 場合の 割合を凡 そ で

記入 され た もの で ある 」

　 （JECA　 1032（社 ）目 本 電 設工 業 協会 「防 災設備 の 電源 と配線 に

関す る指 針 」
2》，2004 ）

3．　 ア ンケ
ー

ト調査結果

（1）建物設備及び受電状況

　受電 方 式 は 全 般 的 に 単 回線 方式 が 用 い られ て お り．公

民館 や 小 中学 校 な どで の 割 合 は 82％，10眺 を示 し，病院，
役 所 で の 割 合 は 40％未満 ，大 学 （58％），企 業 （自社 ビ

ル ）（64％）で あ っ た．複回線 ス ポ ッ トネ ッ トワ ー
ク を利 用

す る 比 率は 大 学 （24．5％），病院（23．7％），役所 （21．8％），テ

ナ ン トビル （20％）の 順 に 高か っ た ．ま た，小 中学校や公 民

館 で の 自家発 電機 の 保 有率 は 約 22％，63％と低 く，病院

（100％），役所 （100％），テ ナ ン ト ビル （100％）で の 割合 は 高

い ．

■ 単 回 線受電 　 　ロ 2 回 線受 電 　 　■ 複 回 線 スポ ン トネ ン トワ
ー

ク

テナン トビル

テ ナン ト企業

企 業 c目 社 ビ ’レ〕

　 公 民 館 等

　 　 大 学

　 小中学校

　 　 病院

　 　 世 所

OM 鵬 嫗 60罵 8眺

図 1　建物用途別の 系統電力受電方式

1001

　自家発 電機 は 90％以上 が非常用
補注  

と し て設 置 され，
デ ィ

ーゼ ル エ ン ジ ン （DE）の 比 率 が 65％ を 占めて い る．ガ

ス タ
ー

ビ ン （GT）と併 用 して 利用 され て い る場合 を含め る
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と 70％以 上 にな る （図 2 参考）．非 常用発 電機 で は，発 電

機 を駆動 す る 原動 機 と して DE ま たは GT が
一

般的 に 使用

され て お り，依然 と して DE が主 流 で ある が，冷却 水 が 不

要 で，小型 ・
軽量 とい う建 築上 の 利点 か ら GT の 採用も増

え る と 予測 され る ．

睡
A 自家発電設慌 B　自家糖 電設備 「有 」の珊含

1

兼

DE　　　　　　　　　　　　 嘱 葬 　　　　　 水

世所 44瓢　　　　　　　　　　　　　　 常　　　　　　冷

＿　　　　　　　　　　　　 用　　　　　 5鴫
8

に

病院

E

　　　　　 ・ 蒹　　 水

　　　　　　　　　　　　　　 用　　　　　 冷

　 OE 　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　 5囁
棚

葬

小中学校
擁

8脳 穢　 ．　 蘊　 驫h

、 
大学

姦娼監
〜ロE　　　　　　　　　　　 非　　　　　　 水

蹴

嚴　　 盈　 鑑

　企 粟
〔目社ピル〕

籌

2娜 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 葬

　　　　　　　　　　　　衆　　　　　　　水

　　　　　　　　　　　　用　　　　　　　冷
DE

　　　　　　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　 87 帖
91鏨

凡

獅 用　　　非
3賜 DE 　　　　　　　覇　　　常　　　　　　 水

公民館癖
100　　　　　　　　　　 用　　　　　　 冷

覧　　　　　　　　　　　　　　 服 鏨　　　　　　　 6礦

ト

図 2　自家発 電機の 用 途 及 び構成

　 非常 用備 蓄 燃 料状 況 は，72 時 間 を 基 準 と し 区役所 ，病

院 ， 大学 （100％）， 公 民 館 （90D／。）， 本社 ビル （83％）， 小 中学

校（75％）で あ る．備蓄燃料種は 全 建 物用 途 と と もに A 重 油

が 5〔Pf。以上 を占 めてい る．
　 テ ナ ン トと し て 入 居 し て い る 企 業 は 電力 会 社 との 直接

契約は 10％で あ り，建 物の 貸主 と の 契約 に よ る 電力 供給

が 9喘 で あっ た ．そ の うち，約 88％が 基本 料金 は共 益 費，
従 量 料 金 は使 用 量 に よっ て い る．建物 設備 トラ ブ ル に 関

す る貸主 と の 補償 契約 は 18％に止 ま る．

灘 　　　
’
　 薦

’
搬 1 ／／／　瓦　竃

補償契約 F緜
濮 蹤篝蹼 1麗 ヨ鑛1騫麗 麗孅 IF／i｛t｝黷 謝鞍 黼 饌註il鐶曙

辮辮
難
庫鰕『棚臑1

嬲 駐霞藏窯蠶飆 躑 鱒 驪 熈覊 黛霧 箪脾　 窪 鰐羅 窪　
備“

電 力供給 契納

鰐  ・緩驚嬲 韃躍 穿 黷
’
lil鰹 漁聖蛾難 職｝ま灘獄 貫懈。　箆籥 箆騨陥欄

貸主 との 契約

潤 飜 嫐 　獵猛貔一繍 蜘 ま硬癈 晝鶴擁 u鯊輪 、，欝 畷 門
韃轢 震鰹 　 竃脾　箆難 徽臼齷 購　 　、：／／／t附冗、、叫榊岬　．朋　、。職

　 　 ロに　 　 　 　 　 　 20tS　 　 　 　 　 40tl　 　 　 　 　 ピロお　 　 　 　 　 8o％　 　 　 　 　 1oos

図 3　 テナ ン トビ ル に お ける 電 力供給 契 約の 状 況
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 知つてい

図 4　 テナ ン トの 自家 発電 設置 状 況 （左 ），入居 建 物設 備 に

　　　　　　　 対 す る テ ナ ン トの 認識 （右 ）

　しか し，図 4 の よ うにテ ナ ン ト自らが 自家発 電 機 を保

有 し て い る割合 は 低く，ま た，入 居 テ ナ ン トビ ル の 自家

発 電機 備 蓄燃 料 等 の 設備 現 況 を把 握 して い なか っ た，

　テ ナ ン トビ ル の サ ン プル 数 は 少 な い が，有効回 答 の テ

ナ ン ト ビル は 全て GE に よ る 自家発電機 を有す る．備蓄燃

料 は 100％備 え られ て お り，燃 料 種 は A 重 油 （60％），軽 油

（40％）で あ っ た．受水槽 は 100％，高置 水槽は 60％備え ら

れ て い る．

（2） 非 常 時に お けるエ ネルギー供給 備 え意識

　テ ナ ン トビ ル を 除 く本社 機能 を 持 っ 建物 で は ，約 50％

で危 機 管理 マ ニ ュ ア ル が あ る，あ るい は作成 中で あ り，
残 り 50％は 危機 管 理 マ ニ ュア ル を持 っ て ない ．作成 し て

い ない と回 答するサ ン プル の 中，か な りの 比 率で 「日本

で は 停 電比 率 が 非常 に 低 い の で 必 要 が ない 」 とその 理 由

を挙げて い る．

口 ある 囲 作成 中 囗 な い
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　 図 5　建 物 の 危機 管 理 マ ニ ュ ア ル
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　　　　図 6　受 水槽，高置水槽，蓄熱槽耐震化

（受 水槽 はア ン ケ
ー

ト調 査対象 100 ％ に設置 され て い るが ．高 置水

槽，蓄熱槽等は 各 々 約 50％以上 ，20％以 下備 え られ て い る ．）

　 も し，阪神 ・淡路大震災級 の 地 震が 発 生 した 場 合，建

物 の 機能 が どの よ うに維 持 で き る の か に関す る 自己 評 価

の 結果 が 図 7 で あ る ．〈維持 で き な い
・
少 し 不 安〉の 回 答

は 40〜60％程 度 見 られ る．

1ees15s50N2SS

脳

L唯 く問題な … 黼 璽雙變 る 眇 坏 安 醜 持t“ な ・・

投 所 　 　 　 　 　羝 　 　 　 　小 中 轍 　 　 　 　蜉 　 　 　企 粟 ‘自 祉 ビル ｝　 公 民 鵬

図 7　阪 神 ・淡路 大震災級 の 地 震時 に おけ る建物 の 機 能

　　　　　　　　　 維持可 能性

　停 電 時 の 電 力 の バ ッ クア ッ プ 対 策 と して ，役 所 （37％），
病 院 （35％），小 中学校 （6％），大 学（52％），本社 ビ ル （47％），
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



Institute of Social Safety Science

NII-Electronic Library Service

エnstitute 　 of 　 Sooial 　 Safety 　 Soienoe

公 民館（27％），テ ナ ン トビル （100％ ），テ ナ ン ト企業 （70％）
で は 重 要 機 器 に は UPS（無 停電 電 源 装置 ）等 を設 置 し て，
安全なシ ャ ッ トダ ウン が で きる よ うに備 えて い る．

　ま た，役所 （53％），病院 （65％），大 学 （25％），本社 ビ ル

（28％）．公 民 館（26％）で は 自ら非 常用 自家発 電 を用 い るが ，
全然 バ ッ ク ア ッ プ対策 を行 っ て い な い ケース も多 く，小

中学校 （94％），大 学 （23％），本 社 ビル （25％），公 民 館 （47％），
テ ナ ン ト企業 な どにお い て も 30％に 至 る．

m・・UP ・耀 置され ．安全 ヲヤ・ トyb ン 鋼

力 に 対 して は 考 えず ，当 然備 えて あ るだ ろ う，備 え て

くれ る だ ろ うと 賃主 を信 頼 し，身 を ゆ だ ね る 傾 向 に あ

る と考察 され る．

■ 自ら非常 時発 電機 設置

ロ パ ッ クァッ プは行 っ て いない

10DS75
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　　　 図 8 停 電時の 電 力の バ ッ ク ア ッ プ対 策

　テ ナ ン ト企 業 の 場 合，入 居 理 由か ら安 全 意識 を調 査 し

た．そ の 結果，〈立 地 の 良さ〉，〈安価の 賃料〉等 の 現 実的

な問 題 以 外 に も〈設備 の 充 実〉，〈耐 震安 全 性 〉な どの 設備

の 重 要性 に 関す る期待が高 い ．

全 く重 要 で はな い 　 重 要 で ない 　 　 重 要 で あ る 　 大変重 要 で あ る

（3） 非 常時も含め た エ ネル ギ
ー
供給の 信頼度 に 関するニ

ーズ

　 停 電 時 に影 響 が 大 き い 病 院 や 区役 所 等 で 求 め られ る電

力の 品質は 高 く，共 に 電力 需要 量 も多かっ た．病 院で は

コ ン ピ ュ
ータ ー，人 工 生 命維 持装 置，中央監視 シ ス テ ム 等，

区役 所 で は コ ン ピ ュ
ーター関連 ， サーバ ー機 能 維 持 の 需

要 で 高品 質A ，高品 質 B1 の 要 求割合が 30％以 上 を 占め

て お り，病 院 で の 標 準 品質 電力 は照 明 な どで，使用 す る

分 （28％）に 過 ぎ な か っ た．そ れ 以 外 の 場 合 に も，コ ン ピ

ュ
ー

タ
ー

に 関連す る高 品質電力需 要 が 5％以 上 必 要 で

あ る と回 答 した．
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　　　　　　図 9　テナ ン ト入 居 の理 由

し か し，前述 の 通 り，積極的に 自ら安全性 の 確保努

　 　 　　 　 区役所

ロ 標準品質　 贈
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ヨ巨
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小 中学校

　§螽
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大学

654
本社ビル

　認
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落
L

目 高品質C 　　 2215153 ． 1923　　　　　「“一一　了
圜 高品 質B3 　　 0．一｝一．．．一一一冖ヒー、一齟．　一ゴ」
　 　 　 　 　 　 0

　 1．一广曲 0 0 60

囲 高品箕B2 160 1o 0

■ 高品 質B1　 1312o215o

圜 高品 質A　 　 19160 　 1　 153

図 10　求 め られ る電 力 品質 ［％］

　標 準 品 質 で 満 足 す る 割 合 は，区役 所 （53％），病院 （28％），
小 中学 校 （85％），大 学 （93％），本 社 ビ ル （56％ ），公 民館

（75％）で あ る．
　平 常時に お け る高品 質 A．B（非 常時の 最 も重要，重要

とす る 電 力需 要）の 電力使 用 用途 は コ ン ピ ュ
ータ関係．通

信，保安，医療機 器な ど が主で ，高品質 C は エ レ ベ ー
タ

表 3　電力 需要 用途

『 ii鬟鸞罐鞍
…”囁囁 伊囁脚四晒冊嚇囁F遣曽再囁壇ド匸1 炉“炉

i；
哩；い曽

　 　 鷺 ミ蹴

i撰ii難 課　 灘 窶｝

　 　 　 ．嬲韻

コ ン ピ ュータ関係

　 　サ ーバ ー
通信系，

中央 監 視 系

窓 口 の 端末，保安 照

明 ，エ レ ベ ータ ー
一

般 照明 等

轗i羅iコ ン ピ ュータ
ー，人工 生命維

持装置，中央監 視 シ ス テ ム

検査 機器，
医療機 器

医 療機器 ，コ ン

ピ ュ
ータ ー

業務

　 　 　用

医療機器 病 室 ，熱 源装置
一

般 照明等

ii蒙灘

iiiiiiiii

鑼l
iiill…1

ii 冷暖房，衛生用動力 学校の 建物全体の 電気需要
葡賜難 1

驥

黻 ……1韈 纖 i灘
蒹

コ ン ピュータ
ー，サ

ーバ ー 教員，学 生等

　 　 PC
動力

一
般照明

讌 i蕘飜 麟継 i脾
艀甲囁獄 艀囁疑．宅締．脾慝瓢 サ

ーバ ー，通信 関連 照 明 動力負 荷

ξ
内慝，

医 療機 器 用 ，証 明 書の 発 行 通常業 務 照 明，空 調
駅ミ鐸二

事 務用，照 明 ，空調

・…ii鑿覊 糶 　 〇八 機器

コ ン ピ ュータ

　 照明，
エ レベ ータ

マ シ ン ノレ
ーム 印刷、出力 機関係 照 明

（電力 品 質別 の 使 用 用途 は 複数応答 お よび 自由記 入 と し た．
るな ら，分 けて 記 入 した もの で あ る．）

例 え，「コ ン ピ ュ
ー

タ
ー

亅で も高品 質 A，ま た は 高品 質 B2 の それ ぞれ 要 求 され
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や 照 明 が主 であ る．

　 テ ナ ン ト入 居 企 業及 び テ ナ ン ト ビル で の 電 力品 質 要求

率 を図 11 に 示す ．入 居 して い る テ ナ ン ト企 業 は 高 品質

A（6％），高品質 B1（5％），高品 質 B2（1〔脇 ，高品質 B3（1％）
高 品 質 C （6％），標 準品 質 （72％）とい うニ

ー
ズ があ る が，大

部分の テ ナ ン トビ ル （オ
ーナー

）は 標準品質の 電力で 充分

と回 答 し，高 品質 の 要 求 は なか っ た．テ ナ ン ト入 居 企業

の ニ
ーズ とテ ナ ン トビ ル （オーナー

）の 提供する 性 能（こ こ

で は 電 力 品 質）に ギ ャ ッ プ が み られ る．ま た，82％以 上 が

建 物 設 備 の トラ ブル に関す る貸主 との 契 約 を して い な い

こ とか ら，テ ナ ン ト入 居 企 業の 要 求電力 品 質は 満た され

ない と考 え られ る．

施 して い る非 常時 対策 と高 品 質 電力 の 要 求す る 区役 所 の

割合 を 示 した もの で ，図 12 は 各 区 役 所 の 電 力 品質別 の 要

求割 合 を示 した，
b）医療施設

　回答 の あ っ た全 て の 医療 施設 が 自家発 電 設備 を備 えて

お り，更に そ の うち 28％は 個別 に UPS を設置 し非 常時 に

備 え て い る こ とが 分 か っ た （表 4）．図 13 に 示 す よ うに，
病院に よ っ て 求 め る 電 力 品質 に若 干 の ば らつ き．が み られ

る が ，全 電力 量 の 平均 62％相 当量 を 高品 質電 力 に 求 め て

い る こ とがわ か る．
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図 11 求 め られ る電 力 品質

（テ ナ ン ト企業．テ ナ ン トビル ）
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図 12 電 力 品質別 の 要求割 合 （区役 所）

　な お ，高 品質 電 力 を標 準 品質 電 力 価 格 の 何 ％ 増 し料 金

まで 許 容で き るか に関す る質問 に つ い て は有効 回 答が な

か っ た．出来 る 限 り，標準品質電力価格 とほ ぼ同 じ程度

で 高 品質 電 力 を望 ん で い る と考え られ る．

（4） 用途 別 ニ
ーズ に 関す る詳細 分析

　 電 力 の 要 求 品 質 に対 す る項 目で の 有 効 回答 数 は 少 な く，
設 備 の 備 えが 明確 に 示 され て ない ケ

ース が あ り，本 用途

別 の 建物 にお け る非 常時危機管理 体制 と電 力 品質別 の 需

要割 合 に 関 し て は ，区役 所，医療 施 設，教 育施 設，企 業

本社 （本 社 ビ ル ）に 限 り分析 す る．
a） 区役 所

　 回答 を得た 全 て の 区役 所 で は ガ ス タービ ン （以 下，GT）

や ガ ス エ ン ジン （以 下，GE）な ど の 自家発 電 設備 を 備 え て

お り，そ の うち，約 86％は非 常用専 用 で あ る （図 2 参 考）．
高 品質 の 電 力 を 求 め る と回 答 し た 区 役所 は 約 46％で あ り，
電 力 品質の 要 求割合 は平 均す る と 高品質 A （17％），高品質

B （11％），高 品質 C （19％）を示 して い る．

　 全 て の 区役所で 個別 に UPS や 自家発電設備 を用 い て 停

電 時 の 電 力 バ
ッ ク ア ッ プ 対 策 を行 っ て い る．表 4 で は 実
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図 13　電力 品 質別 の 要 求割 合 （医療 施 設）

c） 教 育 施設

　教育施 設 は 要 求 電 力 品 質の 項 目 に 対 す る 有効回 答数 が

少 な く，高 品質 電 力 を求 め る比 率 も極 め て 低い ，小 ・中

学校 は 災 害 時 に は 避 難 所 と して の 機 能 を担 うこ とか ら衛

生施設 用 電力 に 対 して 高品質 を求め る 傾向が 見 られ る が，
標 準 品質 の 電 力 で 充 分 との 回答 も多 い ．し か し，地 域 の

避 難場所 は，災 害時必 要 な 地域情報の 収集
・発信 の 拠 点

と して も期 待 され て い る こ と か ら，そ の 役割 を 果 た す た

表 4　建物 に おけ る非常時危機管理 体制 と電力品 質別 の 要 求 （建物種別要求電力品質）

R　 n＝14 一
　 F15 言　　＝40 ヒル　 nロ1

計 高品質 標準 未記入 計 高品質 標準 未記入 計 高品質 標準 未記入 計 高品質 標準 未駈

あり 513254311144 ア 6660

危機管理マ ニ ュ

　 アル 作 成

作成中 0 一 一 一 o 一 一 一 61502220

なし 7661653120110107333

未記入 0 一 一 一 111071161100
バ

ックア ップ 準備していない 1 一 一 10 一 一 一 33416175321
非常時の バ

ック
ァップ（複数応日各 別UPS設 置され る 7661444063429772

可能）
自家発電 により保安電力の み供給 10663655121116541

自家発電 に より保安電力以 外供給 312o86423 一 一 3222o

維持で きない o 一 一 一 1110165975431

非 常 時 、建物 の

　 機能維持

少 し不安 4022655170345321

ある程度 維 持 できる 653110743122844331

まった く問題 ない 0 一 一 一 o 一 一 一 40133330
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めの 設備 の 備 えや防災意識 の 向 上 が必 要 であ る． 4 ．地域にお ける非常時 の 備え
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図 14　電 力 品質別 の 要 求 割合 （教 育施 設 ； 小・中学 校）
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（1）地 域設定お よ び類型化

　本章 で は 非 常時 を考慮 した 建物 用 途 分類 と し て 区役所 ，
医療施設，本社 ビル を最も重要な防災拠点 とな る施設

補注

（3）と して 位置づ け ，
こ れ ら施 設 の 要求 電 力 品 質 割合 を も

と に，電 力 要求 品 質 が 高い 地 域 を 東京 都区 部 か ら 抽 出 す

る．

　図 17 は 東京都 区 部 3，134町 丁 目 地 区に お い て ，そ れ ぞ

れ 3000m2 以上 の 延床 面積 を有す る官公 庁お よび 医療施設

の 合 計延 床 面 積 分 布 を示 し た もの で あ る．ま た，各 町 丁

目地 区別 の 電力 要 求品質（高品 質 C 以上 ）の 密度分布を図

18 に示 す．本祉 ビ ル の 割 合 は 表 6 の 事 務 ビ ル の 30％と し

た ．

　最 近 ，業務継続 計 画 （BCP ； Business 　Continuity

Plan） の 概念 が 注 目 され て お り．非常時だ けで な く平

常 時 の 瞬 間停 電 な ど に も備 え て ，エ ネ ル ギ ー供 給 支 障

に よ る 悪 影響 を 最 小 化 し よ う とす る 努 力 が な され っ っ

あ る．そ の 中で も図 18 に 示 した 地 域 を中心 と し て 各施

設 の エ ネ ル ギー供 給 自立 性 と信 頼 性 を 向上 させ る こ とが ，
非常時の エ ネル ギー

ネ ッ トワ
ー

ク の 負荷を低減 し，被害

の 拡 大 を防止 す るこ とに もっ なが る と考 え られ る．
■ 高品質 B

図 15 電力 品質 別 の 要求割合 （教育施設 ・大学’
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図 16　電力 品質別の 要求割合 （本社ビル ）

1灘鷺
　　　　　　　艶篶 携 軽 ！i：笥L　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ◎　 50、。。o

　　　　　　　　
’∵ 鑓讐隠 ヅ ・

／t
　　   1。。。 。

　 　　 　 　　 　 　　 　螻 ∴こ∴：
脾
∴ 　t／　 げ

以 上，用 途 別 の 要 求 電 力 品 質の 平均値 は 表 5 に な る． 図 17　 官公 庁 お よび 医 療施設 の 分布

　　 （各 3000m2 以上 用途延 床）

表 5 用途 別 の 電 力要 求 品質割 合 （％）

高品 質A以上 高品 質B以上 咼 品 質C以上 標 　品 表 6　用 途 別 ・延べ 床面 積別 の 施 設 数
区役所 19 32 54 46

合 計 〔3，000訂以 上） 3，000  〜5，000  一hO，000  〜50，DOO  〜10既 000  〜
医療施設 16 45 61 39　　　　　　 町 r 目別 の 建物 の 総 416 1338509566

教育施設 1 4 22 78　　 　 　 延 べ 床 面積 （箇 所）
3134 255

官公 庁 〔箇所） 517 童92160143157

本社 ビル 5 26 45 55　 　 　 　 病 院 〔箇所 ） 377 且6610387183
（現状 の 電 力系 統 を標 準 品質 とす る．表 2の 区分 表 参考 ）

τ
　ビノレ 1223 252225453144138

　 （「日本 住宅建 設 産 業協 会 」の 2003 年 7 月 18 日 ニ ュース フ ァ イ

ル に よ り，本社 ビ ル とテ ナ ン トビル の 割合が 3 ：7 で あ る．本 稿

で は事 務 ビル の 30％を本 社 ビル と仮 定 し．地域 を類型化す る．）
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　電力要求品 質ら
　 動 丁 目別 （高品 質 C以 上 ）

　 　 　 05GWh ／年 以 下

　蕁臠 毒05GWh ／年 一10GWh ／年

　驪 10GWh ／年
一50GWh ／年

　幽圏 5GWh ／年 10GWh ／年

　■ 10GWh／年 以 上

図 18 高品 質 C以上 の 電力要 求密 度分 布

　　　 （各 3000m2 以 上 用 途 延 床）

5 　 ま とめ

　以 上 ，文 献調 査 及 び ア ン ケ
ー

トに よる要 求 され る エ ネ

ル ギー供 給 の 信 頼 度 の 調 査結 果 を ま とめ る と以 下 に な る

　　常時 　非常時 に お け る 建物用 途毎の 高品質 ・品質別

　 電 力 ニ
ー

ズ と 用途 を明 らか に し た

　　病 院の 場 合，医 療機器 や コ ン ピ ュ
ー

タ な どで 60％以

　 上 が 高品質 B2 以 上 の 電 力 品質 を求めて い た　現状 の

　 電 力 系 統の み 依 存す る標 準 品 質 の 需 要 量 は
一

般 照 明，
　 事 務室 空調な ど で 28％に過 ぎ ない 　特 に，非 常時の

　 場 合 防 災 拠 点 と して 機 能す へ き病 院 ・診 療 所 に つ い

　　て は 高品 質 Bl 以上 の 電 力品質 を要求する 割合は 80％
　 　を 超 え る

　　 病 院 以 外 の 本 社 機 能 を持 っ て い る ビ ル に は 高 品 質

　　A（5％），高 品 質 B（7％），高 品 質 C（16％），標 準 品 質

　 　 （72％）の 電力 品質 を求 めて い た

　 ま た，非 常 用 専 用 の 自家 発電 設 備 も 日常的 に コ
ー

〆 エ

ネ レ
ーV ヨ ン ノ ス テ ム と して 活 用 し，平 常時の 省 工 不 や

経 済 的 な運 転 をす る同時 に，自家 発 電 設備 をネ ソ トワ
ー

ク化 して ．地 域単位 で 自立 性 と冗長性 をた か め る エ ネル

ギ
ー

マ ネソ メ ン トが期 待 され る とこ ろ で ある

　 日本 は 災害 大 国 で あ り，ま た経済大国 で もあ る 　大 災

害 （王 に大 地震 ） 時 に も業 務 を継続 させ る こ とが で き る

よ うに．エ ネル ギ
ー

供給 の 面への 対策 も今 後 必 要 不 可 欠

で あ る

補 注

（1） 法 律や 既 存研 究 に お け る非 常 時 も含 め た電 力 供給 の 信 頼度

に 関す る ニ ーズ

a ）法 律 によ る非常 予備 電 力

　 消 防法及 び 建 築基 準法に よ る 非常時 に お ける 電源の 維持要求

時 間 は表
一A1に よる　 非 常 警報 設備 用等 の 最 低 10分 か ら消大 設備

や非 常用 エ レ へ
一

タ
ー

に は 1時間以 上 の 予備電 源を要 求 し て い る

法 令 に お け る 防災 電源 に は 「非 常電 源 専 用 受 電設 備 」　 「自家発

電 設備」　 「蓄電 池設備 」 の 三 種類が あ り．それ そ れ に つ い て 使

用可 能　不可 能 な防災設 備 が あ る　 消 防法 には 非常報 知 　警報

設 備 は 蓄 電池 設 備 に 限 り，建 築 基 準法 に は 非 常 用 エ レ ベ
ー

ター
は 自家発 電設 備 に 限 り ，そ れ 以 外に は 自家発 電設備や蓄電池 設

備 の 両方の 適用が で き る

b）　 既 存研 究 によ る非常 予備 電 力

　既 存研 究 で の 建 物 用 途 別 の 平 常 時 に対 す る非常 時電 力 の 機能

確保 にZ 要な負荷の 割合は表
一A2 で ある　安全性が 最も重要視 さ

れ る 医療施 設の 揚 合 　最 もZ 要 な電 力 の 割合が 21％で あ り，住宅

の 揚 合に は 9％程度で ある　 しか し，10 年前 の 研 究で あ り　 経年

N 工工
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変 化に よる 現在 の 非 常時 電 力 の ニ
ー

ズ を改め て 把握 する必 要が

あ ると考 え られ る．

　　　　　　　　　　表一A1 適応予 備電源

容量（以上 ）

10 分 30 分 60分

屋 内消火栓設備

消

防

法

自動火 災報知設備

非 常警報 設備

ス プ リン ク ラ設 備

排煙設 備

非 常通 信

消 火設 備

コ ン セ ン ト設備

建 排 煙 設 備

築 非 常用照明装置

基 一
非 常用 の 進 入 口 （赤色 灯） 非常用エ レ ベ ーター

準 非 常時 排水 設備

法 防火灯

（出典 ：JECA　1032（社 ）口本 電 設 工業 協会 「防 災設 備 の 電 源 と配線 に 関す

る指針亅 、200n．）

表一M 　建 物用 途 別の 平 常 時に 対す る非 常 時電 力 の 機 能確 保 に 必

　　　　　　　　　　　要 な 負荷の割合

（出典 ：白班浩．東京都区 部にお ける防災性 を 備えた 地 域冷暖房 の 導入 地

区選 定 に 関す る研 究，日本建 築学会計画系論文 集．1999、9．）

（2） 阪 神 大地震 事 例検 討

a ）発電 設備の 種類 及 び 非常時 に お ける 始動の 有無

　 非 常 時 を 代表 す る阪神 ・淡 路大震 災 にお け る 自家 発 電 設備 の

被害状況及び 稼動状況を表・A3 に 示す．当時行 っ たア ン ケート調

査 結果 ，回答 の あ っ た も の 861 台 の 内．停 電 しなか っ た り，建

物 倒 壊 等 の 様 々 な理 由 に よ り調査 で き なか っ た と回 答 した もの

を除 い た 695 台 を有効 回 答 と した も の で あ る ．始動 率は 合計約

91％で あ っ た．
　 　　 　　 　表

一A3　発 電 設備 の 種 類及 び 始動 の 有 無

コ
ージ ェネ

レ
ーシ ョ ン

常用 自家

発 電設 備

保安 用 自家

発 電 設 備

防災用 自家

発 電設 備
合計

合計 20 8 77 590 695

割合 2．9％ 1．1％ 11．1％ 84．9％ 100％

始動 18 7 66 541 532

不始動 ※　 2 ※　 1 ll 49 63

始動 率 90．0％ 87．5％ 85．7％ 91．7％ 90．9％
＊孑　 　 こ　 　 ￥　 　 　 闇　 　 　 　 　 　 、こ　 　 　 ’猷 閏 こ　 　 　 、
給する も の はすべ て 防災用 自家発電設備 に分 類 した．
＊防災用 自家発電設備 を兼用 した保安用自家発 電設 備 は防災用 自家発電設

備 とした ．
※ に っ い て は．ガ ス 供 給停止 等に よ り，始 動 で き なか った もの で あ る．一

出典 「阪神 大 震災 に お け る 自家用発電設備調査 報告書．日本 内燃力発
電 設備 協 会 ，1996．3．」

b）非 常時 に お け る 運 転 時 間

　地 震発 生 後 ，稼 動 し た 自家発 電 設備 の 中，停 電 に どの く らい

役 に 立 た の か を知 る た め稼動 時 間を 調 べ て み た．地 震直後の 停

電件数 は 260 万 軒で ある が ，地 震 発生 2 時 聞後 に は約 64％の 復電

し，14 時 間後には 約 81％が 復電 した．ま た，停電時間に対する

自家発電設備の 運転時間の割合 をみる と，2 時間を超 えて 運 転 し

た もの が 56％を 占めて い た．（図
一A1 参 照 ）
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一A1　 運 転 時間 の 割 合

（「阪神
・
淡路大震災調査報告．阪神

・
淡路大震災 調査 報告編集委員 会，

都市安全 シ ス テ ム の機 能と体制，PP．2691 よ り）

（3） 阪 神
・
淡 路 大震 災 の 事例 や 文 献 6）に よ り，地域 の 防 災拠 点

と し て 非常時の 役 割が重要 で あ る と 考えた か らで あ る ．ま た，
企 業 の 本社 が ，非 常 時 に復 旧や 支 援 の 対 策本 部，教 務拠 点 と し

て の 機能 を 持つ 位置づ け に な っ て い る こ とか ら，業務施 設の 中

で も本 社 を重要 施設 と考 えた．

表
一A4 本 研 究で 用 いた建 物 用途 別 年間 電 力需要 原 単位

医療 菜 務 文 化 教育

電力（k粫 ／   年》 1851896355

出展        

（出典 ：   プ ロ ジェク ト 2010　 日本全国地域冷暖 房導入可能性調査研究

平成 6 年度報 告 書．  都市ガ ス に よ る コ ージ ェ ネ レ
ー

シ ョ ン システム計 画 ・
設 計 と評 価 2002 ： 空調 学 会）
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